
パパループの使用に抗議し今後一切の使用禁止を求める意見書 

 

沖縄防衛局から「令和５年３月２１日午後５時半頃、外来機ＨＣ-１３０航空機 

１機がパパループ内へ自走で移動後、午後６時２５分頃エンジンを停止する様子を

確認した」との情報提供があった。町の測定調査によると午後５時５３分には８８

デシベルもの騒音が発生しており、住民居住地に近接するパパループ地区内で約 

１時間もエンジン稼動させていたことが明らかになった。また３月２３日午後６時

半頃、同日午後１０時１５分頃にも同機が自走で移動している様子も確認されてい

る。 

 パパループ地区は第３５３特殊作戦航空団区域の開発に伴い、平成３１年２月か

らＭＣ-１３０特殊作戦機の一時的な駐機が行われてきた。米軍からは当該地区の

使用にあたり「駐機場の工事が始まる以前の状態に近づける努力を続け、騒音が発

生しない最大限の措置を講じる」等の説明があったにもかかわらず今回の運用は明

らかに約束違反であり、断じて容認できない。 

 また、当該地区においてはＭＣ-１３０特殊作戦機のみならず、外来機であるＭＨ

-６０ヘリコプターの断続的使用や、ＣＶ-２２オスプレイ及びＣ-１３０航空機等

が駐機する様子も度々確認されているが、常駐機か外来機かを問わず、パパループ

を使用すること自体、反対である。 

 本町議会は、米軍がパパループを駐機場として継続使用する考えを示したことに

対し、令和３年５月１７日の臨時会にて「パパループの継続使用に厳重に抗議し、

使用禁止を求める意見書・決議」を全会一致で可決し、日米両政府及び関係機関に

抗議・要請を行ってきた。今回の当該地区の運用は、今後も恒常的に使用するよう

な米軍側の意図が透けて見え、強い不信感及び憤りを禁じ得ない。 

日米両政府においては、平成２２年に日米安全保障協議委員会の共同発表で確認

された嘉手納基地における負担軽減に基づき、町民が実感できる有効な対策を早急

に講じることを改めて強く求めるものである。  

よって、嘉手納町議会は町民の生命、安全及び健康で平穏な生活を守る立場から、

下記事項の速やかな実現を図るよう強く要望する。 

 

記 

 

１ パパループの今後一切の使用を禁止すること。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。  

 

令和５年３月２９日  

沖縄県嘉手納町議会  

 

（あて先）  

内閣総理大臣 外務大臣 防衛大臣 内閣官房長官（沖縄基地負担軽減担当）  

沖縄及び北方対策担当大臣 外務省特命全権大使（沖縄担当） 沖縄防衛局長  

沖縄県知事  



パパループの使用に抗議し今後一切の使用禁止を求める決議 

 

沖縄防衛局から「令和５年３月２１日午後５時半頃、外来機ＨＣ-１３０航空機 

１機がパパループ内へ自走で移動後、午後６時２５分頃エンジンを停止する様子を

確認した」との情報提供があった。町の測定調査によると午後５時５３分には８８

デシベルもの騒音が発生しており、住民居住地に近接するパパループ地区内で約 

１時間もエンジン稼動させていたことが明らかになった。また３月２３日午後６時

半頃、同日午後１０時１５分頃にも同機が自走で移動している様子も確認されてい

る。 

 パパループ地区は第３５３特殊作戦航空団区域の開発に伴い、平成３１年２月か

らＭＣ-１３０特殊作戦機の一時的な駐機が行われてきた。米軍からは当該地区の

使用にあたり「駐機場の工事が始まる以前の状態に近づける努力を続け、騒音が発

生しない最大限の措置を講じる」等の説明があったにもかかわらず今回の運用は明

らかに約束違反であり、断じて容認できない。 

 また、当該地区においてはＭＣ-１３０特殊作戦機のみならず、外来機であるＭＨ

-６０ヘリコプターの断続的使用や、ＣＶ-２２オスプレイ及びＣ-１３０航空機等

が駐機する様子も度々確認されているが、常駐機か外来機かを問わず、パパループ

を使用すること自体、反対である。 

 本町議会は、米軍がパパループを駐機場として継続使用する考えを示したことに

対し、令和３年５月１７日の臨時会にて「パパループの継続使用に厳重に抗議し、

使用禁止を求める意見書・決議」を全会一致で可決し、日米両政府及び関係機関に

抗議・要請を行ってきた。今回の当該地区の運用は、今後も恒常的に使用するよう

な米軍側の意図が透けて見え、強い不信感及び憤りを禁じ得ない。 

日米両政府においては、平成２２年に日米安全保障協議委員会の共同発表で確認

された嘉手納基地における負担軽減に基づき、町民が実感できる有効な対策を早急

に講じることを改めて強く求めるものである。  

よって、嘉手納町議会は町民の生命、安全及び健康で平穏な生活を守る立場から、

下記事項の速やかな実現を図るよう強く要望する。 

 

記 

 

１ パパループの今後一切の使用を禁止すること。 

 

以上、決議する。 

 

令和５年３月２９日  

沖縄県嘉手納町議会  

 

（あて先） 

駐日米国大使 在日米軍司令官 在沖米四軍沖縄地域調整官 在沖米国総領事 

嘉手納基地第１８航空団司令官 沖縄県議会議長 


